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　小学生の「30 人 31 脚」と言う 50 ｍの徒競走が

今年も横浜アリーナで開催されて、北海道代表の西

当別小学校 6 年 1 組が全国ベスト 4 だった。

　クラスの 30 人が一列に並んで隣同士が足首を結

んでゴールを目指す！

　過去の大会記録は 8 秒 80 と言うから 100 分の 1

秒の争いである。

　その時の録画が 12 月 6 日テレビで放映されたの

で、その直後、道内あちこちの知人から「町長のと

こすごいね！！」と電話やメールを頂いた。

　2 年前には全道 2 位で全国大会出場ならず、あの

時の 6 年生は全員が札幌ドームで悔し涙を流した

だけに、今年は校下の期待も大きく家族も夢中に

なったようだ。

　この競技が西当別小学校で始まった頃、いろいろ

な意見があったが、クラスで選手になれない生徒が

皆に全国へ行って欲しいと言って記録係や準備係を

して全国大会を目指すと決めた事らしい。全員が横

一線に早くゴールする為には、誰かが早くても遅れ

てもいけないから生徒達は放課後や夏休みの猛烈な

練習で日に日に心が一つに育ったらしい。

　全国大会へ出発の朝、激励会に集まった人達の前

で 10 ｍ程走って見せてくれた時、お手てつないで

の“かけっこ”をイメージしていた私は、まるで

大
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津波が押し寄せるような迫力に圧倒された。

　60 の瞳は光を発するようにゴールに注がれてい

た。あの時、私がもう一つ感動したのは、33 人の

クラスで補欠になった 3 人の生徒が 30 人の本隊に

必死にくらいついて伴走していた姿でした。

　後日、聞いた話によると全道大会の夢の決勝戦で

は、みんなの意見で 2 度のレースのうち 1 度はタ

イムにこだわらず33人全員で走ったとの事だった。

　そんなチームが全国大会の準決勝で全力疾走を終

えた瞬間、微妙ながら敗れたと思った渡
わたらい

會先生は電

光掲示板にタイムが出る前に生徒達に「楽しかった

か？」と聞いた。「楽しかった！！」とすかさず返

事が返ってきた。その後、負けた事が判った生徒達

は泣き崩れた。昨夜、先生は私に「僕はスポーツチー

ムの監督ではなくクラスの担任なんです」と話して

くださった。

ふれあい倉庫イベント情報
【カルチャーホール】

とうべつポイントカード会

「年始恒例　現金つかみ取り」
＊満点ポイントカード１枚で１回抽選

　毎年好評の現金つかみ取りを開催！！　

　両日 100 食限定で、いもだんご汁の振る舞いや、

福袋販売もあります。

▼日時　1 月 2 日（金）～３日（土）

　　　　13 時～ 17 時

▼主催　とうべつポイントカード会

▼詳細　商工会（☎ 23 － 2447)

当別町商工会歳末大売り出し景品交換
▼交換期間

　1 月 16 日（金）～ 2 月 17 日（火）

　（月曜日除く）

▼問合せ　ふれあい倉庫（☎ 27 － 6600）　

　　　　　商工課（☎ 23 － 3129） 

続

平成 20 年 12 月 19 日 (金)

◆ふれあい倉庫からのお知らせ◆

☆カルチャーホールを利用してみませんか？

　ふれあい倉庫のカルチャーホールは個人・団体問わ

ず使用が可能です。

　また、文化協会に加盟または町の後援、育成会や子

ども会、少年団活動で使用する場合は減免措置があり

ます。詳しくは、お問い合わせください。

（よくある質問）

Ｑ、ホールの音響や照明は誰が操作するの？

Ａ、使用される方にお願いしていますが、事前に職員

と取り扱いについて相談してください。

Ｑ、飲食は大丈夫？

Ａ、特に問題ありません。但し、火気の使用は禁止し

ております。また、ゴミは持ち帰り下さい。

■休館日のお知らせ

　12 月 29 日（月）～ 1 月 5 日（月）まで

　※１月２日（金）３日（土）はポイントカード会イ

ベント開催の為、開館しますが販売はお休みします。

　木が大好きで、ずっと木のおも

ちゃで遊んでいるような子どもで

した。でも、職業にしようとは思っ

ていなく、理工系の大学へ進学し

てカメラメーカーに就職をしたの

ですが、軽量化や効率化のみを目

指したもの作りに疑問を持ち、退

社しました。

　家具は、人や家に合わせてサイ

ズや使い易さなどを考えながら作

るので、自分の生き方に合ってい

ると感じ、この道に進みました。

　家具作りでは、木の特性を最大

限に発揮させ、長く使える製品を

作ることやオーダーの良さを感じ

てもらおうと、お客さんとの打ち

合わせで感じたことをデザインす

ることで愛着の沸くようなものを

作ることを心がけています。

家具作りを始めた
きっかけは

田園風景の中で
理想の家具作り

須田　修司さ
ん（東裏）

　長野県出身で、テレビドラマ「北の国から」

と広大な大地の魅力に惹きつけられて北海道へ

移住した須田さん。旭川で家具作りを始め、札

幌のたまねぎ倉庫へ移り、去年の 11 月からは、

旧東裏小学校で家具作りをスタートしました。

　家具を作るということだけでな

く、家族で遊びに来れるような家

具屋さんにしたいと考えていま

す。

　お父さん向けには売り物と変わ

らない本格的な物を作って充実感

を味わえるような木工教室、その

間、お母さんは、ティータイムで

ゆっくりくつろげるようなイメー

ジです。子ども向けにも、木のお

もちゃで遊べるようなスペースを

作りたいと考えています。

　現在は、地元の方と旧東裏小学

校の利用方法や、東裏地域で取り

組んでいる亜麻と家具を結びつけ

ることができないかなど、地域の

活性化について話し合っています。

　みんなで協力しながら人が集ま

る場所にしたいですね。

　3 年前に独立して、札幌市東区

のたまねぎ倉庫で家具作りをして

いたのですが、札幌近郊で家具作

りに適した場所を探していたとき

に妻が「廃校なんでいいんじゃな

いの」とアドバイスをくれました。

　東裏小学校に一度足を運び、平

屋の校舎や木造の体育館が気に

入って、是非ここで家具を作りた

いと思いました。

　多くの人から、なぜ商売をする

のに人が多い札幌から当別へ行く

のかと言われたのですが、景色の

すばらしいところで家具を作るこ

とが都会の人へのＰＲになると

思っています。地域の方がたくさ

ん協力してくれて本当に地元の温

かさを感じています。3 月末に家

族で当別に引越す予定です。

なぜ旧東裏小学校で家具を
作ろうと思ったのですか

どのような
活動をするのですか

須田さんオリジナルの子ども用乳歯入れです。

http://tabisuruki.com/index.html


